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（学位論文のタイトル） 
Influence of stroke volume and exercise tolerance on peak oxygen pulse in patients with and without  












      VO2＝Cardiac output×動静脈酸素格差・・Fickの式 
    Cardiac output=SV×心拍数（HR）  
    運動中の動静脈酸素格差はほぼ一定なので、これらを変換し運動時の最大SVは 
      Peak SV＝Peak VO2／HR 
として求められる。つまり呼気ガス分析による最大酸素摂取量と心電図の心拍数から一回心拍出量






   方法として、2012年から2014年までインピーダンス法によるSV測定を併用しCPXを行った640例のう
ち、心房細動などを除いた430例をBBの有無（Group A;BBなし、Group B;BBあり）にて分けて検証し
た。 
   結果は平均値では両群で差はなかったが、Fig１に示すとおり、Group BはGroup Aよりも最大SVが
大きいほど、Group Aと乖離が生じ、Peak O2 pulseがより大きくなることを認めた。またSVと最大
酸素摂取量が高い症例では、BB使用例ほど、O2 pulse/SV ratioが高くなり、より乖離が生じること
を見出した。 














































                                                                                 
